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二次特殊線型群のモジュラー表現

<修士論文要旨>

愛知教育大学大学院 福 田 靖 弘

本論文の目的は,二次特殊線型群SL(2,F)の通常既約指標が標数2において既約ブラウア指

標にどのように分解されるかを考察することである.目的達成のために特別な行列を定義後,行

列と通常既約指標の対応を明示して,行列について考察を行った.

FをZ2の位数9であるn次拡大体とする.このときSL(2,F)の共役類別は以下の通り･{A=

F上で既約})

先ずSL(2,F)のは標数がOの場合,既約表現の個数は共役類の個数に等しい.一方で標数

がpの場合,既約モジュラー表現の個数は位数が標数で割りきれない共役類の個数に等しい.よ

ってSL(2F)の既約通常指標は(q+1),既約ブラウア指標は9個存在する,

標数が0の場合の表現について. SL(2,F)の位数q-1,q+1の元をh,kとする.SL(2,F)で九は

対角化され,kま対角化されない元である.論文記載の通常既約指標の表現及び指標表をあら

わす.ただしは1の原始q2-1乗根とする.
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続いてSL(2,F)の既約ブラウア指標について表す. F上の2次元ベクトル空間をV=

とする.そしてSL(2,F)からGL(V)への恒等写像で定まる表現をjとす

る.またGa1(F/Z2)のアロペニウス写像θに対して, det=detより次のように定義で

きる。.

と定める.そして,自然数mに対して[X]の元をすべてmを法として考えた重複集合を

と表す.またX⊂nに対して次のように定める.

ΦXのブラウア指標をφxとする.すると既約ブラウア指標の値は次の通り.

そしてSL(2,F)の通常既約指標と集合の対応を考察する,

と対応している,よって次数がq-1,q+1であるの既約ブラウア指標への分

解を考える.



二次特殊線型群のモジュラー表現

以上から通常既約指標と集合A,Bが1対1で対応している.これよりA, Bを行

列で表す.行列の表し方は集合j,召の成分を縦に並べたものであり,行の入れ替えは同一視

する.ただし,横にスライドさせて得られた行列が異なるものであれば,別の行列として考え

る.そして.4に対応した行列をで表す.は横にスライドさせて得られる異なる行列の個

数を表し,jは1がひとつのみである行ベクトルの個数を表す.

n=6の場合のについて記す.の位数は32であり

そして右にひとつスライドさせた行列に対応する通常既約指標は次の通り.ただしX1=

{0, 1, 2, 3, 4}, X2 = {1, 2, 3, 4}, X3 = {2, 3, 4}, X4 = {3, 4}, X5 = {4}とする.
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λの定義 次を満たすΩの部分集合族をAという.

|召の定義 次を満たすΩの部分集合族を召という.

λ,召の定義を満たす元全体をで表す.

定理 ρ?をブラウア指標へ分解した場合二次の成分は奇数個現れ,の分解では二次の既約ブラウア

成分は偶数個現れる.

･既約ブラウア指標の分解とするとき
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